
平成２７年度 文化財防災訓練等実施状況報告 
都道府県名 

広島県 

行 事 名 称 平成２７年度 第６２回文化財防火デー防火訓練 

実施期間・日時 平成２８年１月３１日（日）９：００～１０：３０ 

実 施 場 所 大多田八幡神社（東広島市黒瀬町大多田１２５０） 

【東広島市重要文化財 大多田八幡神社の懸仏】 

主 催 者 東広島市教育委員会 

■実施内容 

訓練の想定 

大多田八幡神社境内の西側に隣接する倉庫の石油ストーブが異常燃焼し出火。倉庫が炎上し、折からの強風にあ

おられ、拝殿、本殿に延焼し、市重要文化財「大多田八幡神社の懸仏」に被害が及ぶ恐れがあり、また、消火活

動中に負傷者があると想定。 

訓練の内容 

参拝者が火災を発見。１１９番通報するとともに初期消火を実施。通報により到着した消防署と消防団が、神社

西側河川から取水し、放水を開始。また、火災発見者が初期消火中に負傷したため、救急車で搬送。 

参加者及び役割分担 

大多田八幡神社宮司      １名：会場提供、訓練参加 

地域住民          ２０名：通報訓練、初期消火訓練（水消火器） 

消防団第九方面隊第４分団    ２２名：河川から取水訓練、ポンプ車への中継送水訓練、放水訓練、土のう作製

                  訓練 

東広島消防署南分署       ８名：河川から取水訓練、タンク車から放水訓練、救命救急訓練、消火器使用

                  方法等住民説明 

広島大学総合博物館      １名：文化財の説明 

文化課            ５名：所有者との日程調整、住民への広報等 

教育長            １名：あいさつ ／生涯学習部長       １名：訓練立会 

市政情報課          １名：訓練取材 ／ケーブルテレビ      １名：訓練取材 

特に工夫した点 

・河川水利を使い取水、中継送水、放水訓練を実施した。また、消火活動中の負傷者を想定し、救命救急搬送訓

練を実施した。消防団はこの機会に土のう作製訓練も実施した。 

・文化財について専門家にわかりやすく解説してもらうことにより、身近な文化財を知ってもらうこと及び地元

の文化財に愛着を持ってもらうことができた。 

問題点・課題 

特になし 

その他 

今後も文化財防火デーにあわせて、各文化財所在地等を巡回して防火訓練を行い、地元消防団や地域住民の文化

財愛護思想と防火意識の高揚を図る。 

訓練風景 

 

          
       消防団による放水訓練         講師による文化財の解説       消防団による土のう作製訓練 

 


